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 わが町のきらっとさん ！
粕屋南部消防本部で活躍する

３人の女性隊員を紹介します。

南
部
消
防
署
の
女
性
隊
員

傍聴に是非お越しください。
議会傍聴は、町民が町政に参加する
機会のひとつです。是非お越し下さい。

車椅子席もあります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。

｢議会だより｣についての

ご意見をお待ちしております。
TEL 935-1001　FAX 935-7070

議会事務局は町役場４階です。
メールアドレス:gikai@town.shime.lg.jp

次回の定例会は
 3月2日（予定）より

お知らせ

DVDを貸し出します！
　町議会を撮影したDVDを貸し出します。
　議会初日と最終日および一般質問を
DVDに収録しています。希望される方
は、図書館・役場４階の議会事務局に
お越しください。

お知らせ

　
救
急
隊
に
入
っ
て
人
を
助

け
た
い
と
の
思
い
で
、
男
性

社
会
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。

　
消
防
、
救
急
の
最
前
線
に

い
て
も
、
男
女
の
区
別
は
考

え
た
こ
と
は
な
い
。

　
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
に

満
足
し
て
い
ま
す
。

　「
女
性
の
立
場
で
や
り
た

い
事
が
見
つ
け
ら
れ
、
女
性

患
者
の
安
心
を
支
え
て
い
る

と
思
う
」と
、
き
っ
ぱ
り
と

し
た
口
調
で
話
さ
れ
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。

　
入
隊
８
年
目
の
山
本
隊
員

は
、
九
州
地
区
消
防
職
員
意

見
発
表
で
、
中
学
校
で
救
命

講
習
時
に
感
じ
た
生
徒
の
姿

を
話
し
、
優
秀
賞
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
入
隊
３
年
目
の
大
山
隊
員

は
現
在
救
急
隊
に
配
属
さ
れ

頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
先
輩
の
女
性
隊
員
が
い
た

の
で
心
配
は
な
か
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

　
３
人
の
女
性
隊
員
の
内
１

人
が
育
児
休
暇
中
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
女
性
隊
員
が

増
え
る
と
い
い
で
す
ね
。

議員の寄附 は
禁止されています。
入園・入学・結婚・出産・餞別

などの寄附はできません。

14



　

12
月
定
例
会
は
２
日
か
ら
14
日
ま
で
の
13
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。議
案
12
件
を
可
決
、

請
願
１
件
を
継
続
、
意
見
書
２
件
を
採
択
。
人
権
擁
護
委
員
２
名
の
推
せ
ん
を
同
意
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
12
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
の
３
日
間
で
９
人
が
行
い
ま
し
た
。

第８回
定例会

平成23年度  一般会計補正予算

              補正額9,083万7千円の増で、補正後の    予算は112億7,164万9千円となる
賛成多数で可決（賛成９・反対３・欠席１）　　賛成　川崎・安河内・堤・助村・池邊・       牛房・大西・古庄・二宮　　反対　吉田・丸山・末藤　欠席 大熊

国民健康保険… ………………………… 1,101万9千円増	 総額45億8,467万7千円
� （全員賛成）

後期高齢者医療…………………………… 114万4千円減	 総額   4億2,183万9千円
� （賛成多数）賛成11 反対１ 欠席１

下水道流域関連公共事業
　…………………217万4千円減	 事業費9億8,920万9千円
� （全員賛成）

水道事業… ……227万4千円減	 事業費8億3,439万7千円
� （全員賛成）

平成23年度   特別会計補正

   安心・安全の まちづくりに

防
災
行
政
移
動
系

�

機
器
購
入
費

�
５
３
７
万
６
千
円

消
防
団
関
係
車
輌
20
台
の
無
線
機
交
換

吉原農区活性化
� 整備基金繰入金
� 1,630万円
           吉原農区の取水・排水路整備工事

被害状況
・トイレットペーパーを燃やす他
　不審火３件
・自動販売機等の破損　20件
・すべり台のネット切断　１ヶ所など

シ
ー
メ
イ
ト

防
犯
カ
メ
ラ
整
備
委
託
料

�

５
６
７
万
円 避

難
資
機
材
購
入
費

�

（
全
額
県
補
助
金
）

�

３
９
５
万
８
千
円

自
主
防
災
組
織
推
進
の
備
品
購
入

反
対
討
論
　
丸
山
議
員

　

吉
原
農
区
活
性
化
事
業
費
と
し
て
、

１
６
３
０
万
円
の
補
正
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。

　

当
初
予
算
と
し
て
１
４
０
０
万
円
計

上
さ
れ
て
い
た
が
、
な
ぜ
倍
額
以
上
の

補
正
が
計
上
さ
れ
た
の
か
。

　

本
当
の
意
味
で
の
農
区
の
活
性
化
や

後
継
者
育
成
に
こ
れ
く
ら
い
の
計
画
で

い
い
の
か
。

　

３
０
０
０
万
円
の
血
税
の
使
途
に
問

題
が
あ
り
反
対
。

賛
成
討
論
　
牛
房
議
員

　

緊
急
時
に
お
け
る
防
災
及
び
子
ど
も
の

増
加
に
よ
る
子
育
て
支
援
で
防
災
対
策
に

つ
い
て
は
、
避
難
資
機
材
購
入
費
や
防
災

行
政
無
線
の
機
器
購
入
費
、
集
中
豪
雨
な

ど
の
災
害
に
備
え
先
手
を
打
っ
た
補
正
。

　

子
ど
も
及
び
障
が
い
者
支
援
に
つ
い

て
は
、
乳
幼
児
医
療
費
・
障
が
い
者
の
自

立
給
付
費
・
子
ど
も
の
個
別
予
防
接
種
な

ど
で
、
子
ど
も
や
子
育
て
世
帯
、
障
が
い

者
・
児
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

賛
成
討
論
　
堤
議
員

　

吉
原
農
区
活
性
化
事
業
費
１
６
３
０
万

円
が
新
た
に
計
上
さ
れ
た
こ
と
に
疑
問

は
あ
る
が
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
中
で「
計
画
的
な
市
街
地
の
整
備
を

図
り
つ
つ
農
地
と
の
共
存
を
図
る
区
域
」

と
あ
る
の
で
、
水
害
対
策
の
意
味
か
ら

も
賛
成
と
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
が
農
区
活
性
化
に
生
か
さ

れ
て
い
く
こ
と
を
執
行
部
、
吉
原
農
区

の
皆
様
方
に
お
願
い
し
賛
成
。

▲無線機交換車輌

▲図上訓練のようす（第２回講習会）

▲吉原地区の水門

▲多目的広場トイレの放火状況
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志
免
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
改
正

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
財
政
運
営
の
健
全
化
と
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
、
住
民
の
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す

る
た
め
見
直
す
。

　

印
鑑
登
録
・
住
民
票
・
税
務
等
諸
証
明
発
行
に
係
わ
る

手
数
料
２
０
０
円
を
３
０
０
円
に
す
る
。

　
（
年
間
約
４
０
０
万
円
の
増
）�

賛
成
多
数
可
決

志
免
町
災
害
弔
慰
金
の

支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　

23
年
３
月
11
日
以
後
に
生
じ
た
災
害
に
よ
り
、
死
亡
し

た
住
民
に
係
る
災
害
弔
慰
金
の
支
給

　

死
亡
に
係
る
配
偶
者
・
子
・
父
母
・
孫
又
は
祖
父
母
の

い
ず
れ
も
生
存
し
な
い
場
合
、
死
亡
当
時
同
居
し
、
又
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
た
兄
弟
姉
妹
に
災
害
弔
慰
金
を
支
給
。

�

全
員
賛
成
可
決

志
免
町
青
少
年
問
題
協
議
会

設
置
条
例
等
の
改
正

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
が
全
部
改
正
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本

法
が
施
行
。

　

青
少
年
問
題
協
議
会
設
置
条
例
の
条
文
中
に
、
体
育
指

導
員
を
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
に
す
る
。

　

学
校
施
設
開
放
の
監
理
運
営
・
社
会
体
育
館
設
置
及
び

監
理
に
関
す
る
条
例
の
条
文
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
を
ス

ポ
ー
ツ
基
本
法
に
改
め
る
。�

全
員
賛
成
可
決

条　例
町の憲法11月 臨時議会

第
７
回�

11
月
28
日

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　

国
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
他
の
自
治
体
の
職
員
の
給
与

改
定
状
況
等
諸
般
の
事
情
を
勘
案
し
、
職
員
の
給
料
月
額
及
び

諸
手
当
の
改
定
に
よ
り

　

０
・
23
％
の
給
料
月
額
の
引
き
下
げ
で
２
６
９
万
５
千
円
減
額
。

　

該
当
職
員
平
均
１
万
３
千
円
程
度
の
減
額
試
算
。

　

�

平
成
21
年
度
は
職
員
給
与
全
体
と
し
て
３
９
２
８
万
５
千
円

減
額
。

　

職
員
一
人
当
り
18
万
４
千
円
の
減
額
。

　

平
成
22
年
度
は
、
２
０
３
０
万
千
円
の
減
額
。

　

職
員
１
人
当
り
９
万
７
千
円
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

�

賛
成
多
数
で
可
決（
賛
成
12
・
反
対
１
）

反
対
討
論
　
末
藤
議
員

　

本
町
職
員
の
給
与
月
額
及
び
諸
手
当
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
３
年

連
続
し
て
減
収
を
押
し
つ
け
る
も
の
で
、
職
員
労
働
者
の
生
活
だ
け

で
な
く
民
間
賃
金
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
消
費
拡
大
・
内
需
拡
大

に
逆
行
す
る
。

　

人
事
院
は
公
務
労
働
者
の
労
働
基
本
権
の
代
償
と
し
て
設
置
さ
れ

た
も
の
で
、
こ
こ
十
数
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
人
事
院
勧
告
は
、
公
務

員
労
働
者
に
耐
え
が
た
い
生
活
悪
化
を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
反
対
。

請願・要望・陳情・意見書

意　見　書 提　出　者 要　望　内　容 採決結果

防災会議に女性の視
点を取り入れること
を求めるもの

助村議員

国の防災基本計画には「政策決定過程における女性の
参加」が明記されたが具体的施策にまで反映されてい
ない。以下の項目の速やかな実施。
・中央防災会議に少くとも３割以上の女性委員の登用。
・地方防災会議へ女性委員を積極的に登用。

全員賛成で
国へ意見書
を提出

意　見　書 提　出　者 要　望　内　容 採決結果

３種ワクチン助成の
継続と国の制度確立
を求めるもの

末藤議員

子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワクチン・小児用肺
炎球菌ワクチンの定期接種化。高齢者への肺炎球菌
ワクチンの公費定期接種など、安心して平等に受け
られる予防接種体制の確立。

全員賛成
国へ意見書
提出

請　願 提　出　者 要　望　内　容 採決結果

「子ども・子育て新
システム」に関する
意見書提出を求める
もの

福岡県保育
団体連絡会
代表

成富　正敏

制度改革を拙速にすすめるのでなく、国と地方自治
体の責任を明記した現行保育制度の充実。

継続審査

総務文教常任委員会で、条例の解説に議会の役割を明確にすることを求め賛成多数で可決
　この条例は、18歳から81歳までの住民と職員とで一ヶ年をかけて策定。
　住民・行政・議会が一緒になってまちづくりを行っていくべきで、住民とお互いの理解が
高まるように時間をかけて協議すべきとし、継続審査となった。
　本議会で継続審査が否決され再度委員会で審査。
　原案通りで賛成多数で可決となった。

反対討論　古庄議員
　条例が、住民・職員の努力で策定されたことには敬意を表します。
　志免町には自治基本条例がない中で、二元代表制の一方の議会がまちづくりに何の関与もしないのかと思
われる。総合計画の中にも議会を明示しています。前文の部分に議会を入れ、住民・行政議会というトライ
アングルを認識していただき理解を深めたい。そういう思いで反対とする。

志
免
町
み
ん
な
の

参
画
条
例

賛
成
多
数
で
可
決

賛
成
10
・
反
対
２
・
欠
席
１

【
賛
成
】川
崎
・
安
河
内
・
吉
田
・

　
　
　

堤
・
助
村
・
丸
山
・

　
　
　

池
邊
・
牛
房
・
大
西
・

　
　
　

末
藤

【
反
対
】古
庄
・
二
宮

　

町
民
が
主
体
的
に
町
政
に
参

画
す
る
権
利
及
び
機
会
を
保
障

し
、
町
民
と
行
政
と
が
対
等
な

立
場
に
立
っ
て
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
を
基
本
理

念
と
し
、
町
民
の
行
政
へ
の
参

画
を
推
進
す
る
手
法
を
条
例
化

し
た
も
の
。

※
条
例
概
要

◎�

町
民
と
行
政
と
が
情
報
を
共
有

し
行
政
へ
の
参
画
を
推
進
す
る

◎�

住
民
参
画
の
方
法
は
・
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
・
説
明
会
・
ア
ン
ケ
ー
ト
・

公
聴
会
・
住
民
提
案
制
度
な
ど

◎
年
１
回
実
施
状
況
の
公
表
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過
去
水
害
を
受
け
た
地
域

は
勿
論
、
全
町
内
会
で
立
ち

上
げ
る
意
気
込
み
で
取
り
組

ん
で
欲
し
い
と
要
望
。

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
予
防
と
同
時
に
透
析
患
者

を
減
ら
す
対
策
と
結
果
の
出

る
取
組
み
を
要
請
。

障
害
児
・
者
福
祉

　

平
成
18
年
４
月
施
行
の
障

害
者
自
立
基
本
法
が
廃
止
さ

れ
、
平
成
25
年
８
月
ま
で
に

障
害
者
総
合
福
祉
法
が
施
行

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
で

�

商
工
活
性
を

　

志
免
町
緊
急
経
済
対
策
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
事
業

は
利
用
が
少
な
い
。

　
住
民
へ
の
周
知
が
足
り
な
い
。

商
工
会
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で
の

広
報
が
で
き
な
い
の
か
、
今
一

度
工
夫
す
べ
き
と
要
請
し
た
。

県
自
主
防
災
組
織
設
立

�

促
進
モ
デ
ル
事
業

　

平
成
23
年
度
県
モ
デ
ル
地

区
の
指
定
を
受
け
、
町
内
会

対
象
に
県
主
催
の
講
演
会
３

回
予
定
で
１
回
目
開
催
。

　

今
年
度
限
り
の
４
０
０
万

円
の
補
助
金（
30
町
内
会
の
６

割
）で
、
自
主
防
災
組
織
を
設

立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

粕
屋
地
区
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策

�

連
絡
シ
ス
テ
ム

　

慢
性
腎
臓
症（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）に

な
る
と
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞

な
ど
の
心
血
管
系
の
大
き
な

病
気
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
予
防

対
策
と
し
て
粕
屋
地
区
連
携

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
、
平
成

24
年
度
か
ら
実
施
す
る
た
め

総
務
文
教
常
任
委
員
会

さ
れ
る
。

　

権
限
移
譲
が
行
わ
れ
る
が
、

町
の
財
政
負
担
は
増
え
る
。

メ
リ
ッ
ト
は
町
が
主
体
性
を

持
っ
て
運
営
が
で
き
、
窓
口

が
一
本
化
さ
れ
る
こ
と
で
利

用
し
や
す
く
な
る
。

　
体
制
づ
く
り
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
よ
う
提
案
。

議
会
報
告
会
開
催

　

今
回
は
２
中
学
校
区
で
開
催
す
る
。

・
志
免
中
学
校
区

　

２
月
４
日（
土
）町
民
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

　

19
時
よ
り

・
志
免
東
中
学
校
区

　

２
月
11
日（
土
）シ
ー
メ
イ
ト
研
修
室

　

13
時
30
分
よ
り

　

９
月
議
会
だ
よ
り
を
中
心
と
し
、
２
つ
の
班

を
編
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
事
項
を
担
当
し

報
告
す
る
。

　

９
月
か
ら
11
月
に
か
け
宮
崎
県
新
富
町
・
熊

本
県
菊
陽
町
・
長
崎
県
川
棚
町
外
２
町
・
鹿
児

島
県
西
之
表
市
の
各
議
会
の
視
察
を
受
け
た
。

内
容
は
主
に
議
会
改
革
に
つ
い
て
で
す
。

議会運営委員会

福岡都市圏広域行政調査
特別委員会

　宇美町議会に申し入れていた広域行政調査特別
委員会の設置が決まったとの報告を受け、須恵町
議会にも、申し入れを行ったところ、正副委員長
ならびに各委員の選出を行なっているとの報告を
受けた。11月18日志免、宇美、須恵の３町広域
正副委員長会を開催し、３町合同の議題及び、２
町間の課題を検討する。

議会広報特別委員会

　11月22日、自治会館で町村議会広報研修が開催され参加
しました。

お詫びと訂正
　第61号で22年度一般会計主な事務事業費に誤りがありま
したのでお詫し訂正致します。
防災行政無線維持管理事業� 2,526万円→2,289万円
第５次総合計画策定事業� 1,211万円→1,225万円
特定健康診査等事業� 3,127万円→2,232万円
シーメイト施設維持管理・運営事業
� 1億1,562万円→1億2,183万円
少人数指導補助員事業� 2,853万円→2,792万円
子育てサポートセンター運営事業� 265万円→261万円

（誤） （正）

（太字は委員会の要望､要請）
０
歳
児
の
待
機
30
人

　

平
成
23
年
11
月
１
日
現
在

53
人
の
う
ち
０
歳
児
30
人
。

　

保
護
者
の
勤
務
先
等
の
関

係
で
志
免
東
保
育
園
が
多
い
。

０
歳
児
の
待
機
児
が
多
い
理

由
は
、
●

育
児
休
暇
か
ら
の

復
帰
。

　

●

待
機
期
間
は
育
児
休
暇
の

延
長
や
届
け
出
保
育
園
に
預

け
て
い
る
。

　

届
け
出
保
育
園
に
は
８
月

末
現
在
１
２
５
人
入
所
。

　
待
機
児
童
解
消
に
む
け
て

さ
ら
に
調
査
研
究
を
す
る
よ

う
要
望
。

▲自主防災組織づくり（第１回講習会）

委員会報告  （調査・研究）

町の重要 な課題

中
央
学
童
保
育
の

�

入
所
児
童
減
少

　

４
学
童
全
体
の
入
所
状
況

は
３
４
０
人
に
対
し
て
、
11

月
１
日
現
在
２
６
４
人
。

　

中
央
学
童
は
４
月
当
初
よ
り
１
２

０
人
の
定
員
に
対
し
て
88
人
程
度
。

　

減
少
の
理
由
は

　
●
１
人
で
留
守
番
が
で
き
る
。

　
●
本
人
が
希
望
し
な
い
。

　
●

保
護
者
の
退
職
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
４
年
生
ま
で
を
対
象
と
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
な
い
か
と
提
案
。

　
導
入
し
て
い
る
自
治
体
の

調
査
も
行
う
よ
う
提
言
。

▲宇美・志免リサイクルセンター（エコル）視察

自
主
防
災
組
織
の
推
進

▲鋳鉄管NS使用の工事現場

保
健
師
と
医
療
機
関
の
連
携
強
化
を

上
水
道
事
業

　

耐
震
化
計
画
は
つ
く
っ
て

い
な
い
。
基
幹
管
に
使
用
し

て
い
る
鋳
鉄
管
Ｎ
Ｓ
型
は
東

日
本
大
震
災
で
も
ほ
と
ん
ど

影
響
が
な
か
っ
た
。
今
後
布

設
替
え
の
中
で
耐
震
化
が
す

す
ん
で
い
く
。

都
市
計
画

志
免
宇
美
線
の
促
進

　

次
の
事
業
認
可
に
向
け
、

県
・
志
免
町
・
宇
美
町
と
協

議
す
る
。

　
渋
滞
解
消
に
積
極
的
に
取

り
組
む
よ
う
要
望
。

ご
み
減
量
と

�

リ
サ
イ
ク
ル

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
出

し
方
も
よ
く
な
り
、
改
正

容
器
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ

る
市
町
村
へ
の
資
金
拠
出

制
度
に
基
づ
く
戻
り
金
は
、

21
年
１
２
６
万
円
が
22
年

６
０
０
万
円
と
な
る
。

　
出
し
方
が
よ
く
な
る
と
収
入

が
増
え
る
仕
組
み
を
、
住
民
に

情
報
提
供
す
る
よ
う
に
要
請
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
袋
が

ひ
と
回
り
大
き
く
な
る
。
12

月
広
報
で
周
知
し
変
更
す
る
。

厚生建設常任委員会
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一般質問９人子
供
医
療
費

18歳まで無料化せよ

答弁：７町で調整していく

雨
水
タ
ン
ク

小学生のエコ意識

答弁：さらに検討をする

末
藤
　
省
三  

議
員

末
藤　

子
ど
も
の
医
療
費
を

18
歳
ま
で
古
賀
市
に
次
い
で

無
料
化
せ
よ
。

住
民
課
長　

古
賀
市
が
18
歳

ま
で
行
う
と
決
定
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
自
己
負
担
の
一
定

額
を
超
え
る
分
を
助
成
。
粕

吉
田
　
大
作  

議
員

吉
田　

雨
水
タ
ン
ク
が
置
い

て
あ
る
志
免
中
央
小
学
校
、

東
小
学
校
を
見
て
き
た
。

　

エ
コ
へ
の
取
り
組
み
、
エ

コ（
節
水
）の
意
識
が
す
で
に

子
ど
も
た
ち
に
は
芽
生
え
て

い
る
。

屋
郡
内
７
町
に
お
い
て
歩
調

を
合
わ
せ
る
こ
と
で
課
長
会

議
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

町
長　

古
賀
市
が
先
行
し
て

お
り
、
７
町
が
同
じ
歩
調
を

と
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な

方
向
性
を
示
し
て
い
く
か
調

整
を
行
っ
て
い
る
。

子
ど
も
手
当
改
正
で
増
税

答
弁
：
増
税
に
も
な
る

末
藤　

子
ど
も
手
当
の
制
度

改
正
で
、
所
得
税
、
住
民
税
、

扶
養
控
除
廃
止
に
よ
る
実
質

　

子
ど
も
た
ち
が
成
人
す
る

10
年
後
を
見
据
え
、
雨
水
タ

ン
ク
が
普
及
し
易
い
環
境
を

整
え
て
欲
し
い
。

町
長　

同
意
し
て
な
い
訳
で

は
な
い
し
、
効
果
が
全
然
な

い
と
も
思
っ
て
な
い
の
で
、

さ
ら
に
引
き
続
き
検
討
す
る
。

町
有
地
の
活
用
を
！

答
弁
：
活
用
売
却
含
め
検
討

吉
田　

町
内
に
53
ヶ
所
点
在

し
て
い
る
町
有
地
維
持
費
は
。

手
取
り
が
減
る
世
帯
が
多
い

が
実
態
は
ど
う
か
。

住
民
課
長　

子
ど
も
手
当
に

お
い
て
は
、
年
少
扶
養
控
除

廃
止
に
と
も
な
い
所
得
税
、

住
民
税
10
％
課
税
し
た
場
合

７
万
１
０
０
０
円
減
と
な
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

●�

国
保
広
域
化
連
合
で
ど
う

な
る
の
か

●�

介
護
保
険
に
よ
る
24
時
間

対
応
の
定
期
巡
回
訪
問
で
、

介
護
・
看
護
サ
ー
ビ
ス
の

創
設
で
ど
う
な
る
の
か

経
営
企
画
課
長　

年
間
約

80
万
円
で
す
。

吉
田　

内
訳
は
。

経
営
企
画
課
長　

草
刈
り
、

柵
、
看
板
等
の
取
り
付
け

で
す
。

吉
田　

須
恵
町
で
は
月
極
駐

車
場
と
し
て
活
用
し
て
い
る

税
外
収
入
の
増
加
に
も
つ
な

が
る
。
是
非
検
討
を
。

経
営
企
画
課
長　

賃
貸
、
売

却
等
も
含
め
町
有
地
の
活
用

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▲東区公園台

ズ
バ
リ
町
政
を
問
う

●�

一
般
質
問
と
は
議
員
が
町
政
全
般（
一
般
事
務
・
事
務
の
執
行
状
況
・
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
）に

つ
い
て
、
町
長
な
ど
執
行
機
関
の
考
え
を
議
員
個
人
と
し
て
問
い
た
だ
す
こ
と
で
す
。

●�

一
般
質
問
は
会
議
録
に
も
と
づ
き
議
員
個
々
の
自
由
編
集
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
会
議
録

（
Ｈ
Ｐ
・
図
書
館
・
各
公
民
館
に
置
く
）を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
質
問
順
と
し
て
い
ま
す
。

施設の活用
全
体
的
見
直
し
の
検
討

答
弁
：
総
合
的
観
点
で
整
理
す
る

二
宮
　
美
津
代  

議
員

二
宮　

機
構
改
革
、
新
施
設

へ
の
移
行
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
公
共
施
設
が
住
民
に
と
っ

て
利
便
性
も
含
め
、
効
果
的

に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　

・�

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２

階
の
ス
ペ
ー
ス

　

・�

生
涯
学
習
１
号
館
ゆ
と

り
の
部
屋

　

・�

シ
ー
メ
イ
ト
に
じ
い
ろ

ポ
ケ
ッ
ト

　

・�

生
涯
学
習
２
号
館
歴
史

資
料
室

　
・
情
報
コ
ー
ナ
ー　

な
ど
。

町
長　

一
つ
を
扱
う
と
す
べ

て
に
影
響
す
る
。
利
便
性
な

ど
総
合
的
な
観
点
で
、
検
討

し
整
理
し
た
い
。

薬
剤
費
差
額
の
通
知
を

答
弁
：
24
年
度
よ
り
実
施
す
る

二
宮　

先
発
医
薬
品
と
後
発

医
薬
品
差
額
の
通
知
は
な
さ

れ
て
い
る
の
か
。

住
民
課
長　

国
の
方
で
先
発

か
ら
後
発
に
切
り
替
え
た
場

合
の
自
己
負
担
差
額
の
通
知

を
行
う
事
業
を
進
め
て
い
る
。

志
免
町
も
24
年
度
よ
り
医
療

費
通
知
と
別
の
様
式
で
行
う
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

●�

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
活
用
事
業
の
成

果
と
課
題

●
糖
尿
病
予
防
と
啓
発

●
透
析
回
避
へ
の
手
立
て
を

▲閑散としたふれあいセンター２階

▲子ども手当が変わります
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文
化
財
活
用

竪坑側に集めて公開

答弁：総合的に検討する

丸
山
　
真
智
子  

議
員

丸
山　

粗
末
な
収
蔵
状
況
の

歴
史
資
料
や
扇
風
機
坑
口
の

プ
ロ
ペ
ラ
等
を
竪
坑
櫓
周
辺

に
集
め
て
展
示
、
公
開
で
き

な
い
か
。

町
長　

課
題
を
た
め
込
ん
で

い
る
の
で
総
合
的
に
配
置
が

え
を
検
討
し
た
い
。

丸
山　

産
業
振
興
の
た
め
官

民
協
働
で
粕
屋
地
区
が
一
体

と
な
り
、
魅
力
を
発
信
す

る
物
産
展
を
行
っ
た
ら
ど
う

か
。牽
引
役
は
町
長
で
す
よ
。

町
長　

責
任
が
あ
る
か
ら
慎

重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
で
節
電
対
策

答
弁
：
推
奨
し
て
い
き
た
い

丸
山　

九
電
な
ど
が
街
路
灯

に
適
応
す
る
10
ワ
ッ
ト
以
下

の
安
価
な
電
気
料
金
を
設
定

し
た
。

　

防
犯
灯
の
電
気
料
金
補
助

（
料
金
の
12
分
の
８
）を
下
げ
、

設
置
の
補
助
を
上
げ
た
ら
普

及
す
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
は
寿
命
が

長
く
、
電
気
料
金
が
安
い
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

●�

町
民
の
た
め
に
意
欲
的
に

働
け
る
役
場
の
職
場
環
境

▲坂瀬文化財収蔵室

がん検診
新
た
な
方
法
の
導
入
を

答
弁
：
国
の
指
針
に
従
っ
て

助
村
　
千
代
子  

議
員

助
村　

大
腸
が
ん
検
診
に
つ

い
て
は
、
働
い
て
い
る
人
等

住
民
が
受
診
し
や
す
い
検
体

の
郵
送
受
け
付
方
式
の
導
入

を
提
案
す
る
。

健
康
課
長　

国
の
指
針
で
は

好
ま
し
く
な
い
と
言
わ
れ
て

い
る
。
国
と
同
じ
考
え
。

助
村　

京
都
で
は
行
っ
て
い

る
。
調
査
研
究
を
望
む
。

健
康
課
長　

今
後
調
査
研
究

を
行
な
う
。

助
村　

胃
が
ん
に
つ
い
て
は

ピ
ロ
リ
菌
検
診
で
胃
が
ん
発

症
リ
ス
ク
の
高
い
人
は
、
ピ

ロ
リ
菌
除
去
等
で
予
防
で
き

る
。胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
を
。

健
康
課
長　

国
の
指
針
か
ら

外
れ
て
い
る
。

助
村　

以
前
行
な
わ
れ
て
い

た
男
性
特
有
の
前
立
腺
が
ん

検
診
の
復
活
を
望
む
。

　

ま
た
子
宮
頸
が
ん
の
早
期

発
見
予
防
の
た
め
、
効
果
的

な
現
行
の
細
胞
診
を
加
え
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ウ
ィ
ル
ス
検
査
の
併

用
を
強
く
要
望
す
る
。

健
康
課
長　

今
後
国
及
び
福

岡
県
の
動
向
を
見
て
取
り
扱

い
を
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

●�

老
人
性
難
聴
の
早
期
発
見

に
聴
力
検
査
の
導
入

●�

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の
年

齢
設
定
は
適
正
な
の
か

▲検診会場

▲役場窓口のようす

機構改革
職
員
・
建
物
の
有
効
活
用
を

答
弁
：
総
合
的
見
直
し
考
慮
中

堤
　
久
美
子  

議
員

堤　

介
護
保
険
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
地
域
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
取
り
組
み
が
必
須
。

可
能
な
限
り
居
宅
に
お
い
て

能
力
に
応
じ
、
自
立
し
た
日

常
生
活
を
営
む
対
策
は
。

福
祉
課
長　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
。

堤　

24
時
間
の
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
で
尊
厳
を
保
持
し

在
宅
で
過
ご
せ
る
が
。

福
祉
課
長　

24
時
間
体
制
を

ど
の
よ
う
に
す
る
か
検
討
中
。

堤　

総
合
福
祉
施
設
を
福
祉

ゾ
ー
ン
に
し
、
関
係
各
課
を

そ
こ
に
配
置
で
き
な
い
か
。

福
祉
課
長　

サ
ー
ビ
ス
の
低

下
、機
能
の
連
携
が
難
し
い
。

堤　

近
隣
市
町
は
で
き
て
い

る
。
宅
老
所
・
望
山
荘
の
見

直
し
、
活
用
も
検
討
を
。

福
祉
課
長　

検
討
し
て
い
く
。

堤　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を

教
育
ゾ
ー
ン
に
し
、
教
育
委

員
会
、
学
校
・
社
会
教
育

課
が
配
置
さ
れ
れ
ば
、
子
ど

も
た
ち
と
生
涯
学
習
を
学
ぶ

方
々
等
の
交
流
も
で
き
る
。

　

地
域
交
流
課
の
所
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ゾ
ー
ン
に

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
室
を

設
け
て
花
づ
く
り
事
業
を
設

置
し
て
は
。

町
長　

１
ヶ
所
さ
わ
る
と
、

総
合
的
に
見
直
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
検
討
中
。

▲総合福祉施設内

和
顔
施

和顔施が町を変える

答弁：和顔施の心を職員に

牛
房
　
良
嗣  

議
員

牛
房　
「
和
顔
施
」（
わ
げ
ん

せ
）優
し
い
笑
顔
は
、
自
分

は
も
と
よ
り
、
周
り
の
人
た

ち
ま
で
も
和
や
か
に
楽
し
く

さ
せ
る
。

　

こ
れ
は
、
瀬
戸
内
寂
聴
さ

ん
が
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
に
辻
説
法
に
行
か
れ
た
折

に
話
さ
れ
た
一
節
で
す
。

　

ま
た
相
田
み
つ
を
さ
ん
の

詩
を
紹
介
し
ま
す
。

　

あ
な
た
が
そ
こ
に
た
だ
い

る
だ
け
で
、
そ
の
場
の
空
気

が
明
る
く
な
る
。

　

あ
な
た
が
そ
こ
に
た
だ
い

る
だ
け
で
、
み
ん
な
の
こ
こ

ろ
が
や
す
ら
ぐ
。

　

そ
ん
な
あ
な
た
に
わ
た
し

も
な
り
た
い
。

　

今
、「
ま
ち
づ
く
り
だ
」「
行

革
だ
」と
叫
ば
れ
て
い
る
が
、

一
番
大
事
な
こ
と
は
、
職
員

の
笑
顔
で
の
挨
拶
。

　

窓
口
の
優
し
さ
と
明
る
さ

な
ど「
和
顔
施
」の
心
と
実
践

が
、
町
を
つ
く
る
土
台
と
な

る
こ
と
を
知
る
べ
き
。

町
長　

役
場
全
員
が
和
顔
施

の
心
を
も
っ
て
町
民
に
接
し
、

和
気
あ
い
あ
い
の
中
で
、
仕

事
が
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

●
国
保
税
収
納
の
改
善
対
策

●
収
納
特
別
対
策
室
の
強
化

●
高
齢
者
支
援
課
の
新
設
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有
効
利
用

旧最終処分場の活用

答弁：早急に解決を検討

安
河
内
　
信
宏  

議
員

安
河
内　

旧
不
燃
物
最
終
処

分
場
の
選
別
場
建
物
の
解
体

も
さ
れ
ず
、
今
後
ど
の
よ
う

に
活
用
さ
れ
る
の
か
。

町
長　

旧
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
跡
地
の
再
利
用
計
画
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
緊
急
時

や
一
斉
清
掃
時
、
あ
る
い
は

農
区
の
清
掃
時
の
ご
み
置
き

場
と
し
て
利
用
し
た
い
。

安
河
内　

以
前
行
っ
た
遮
水

工
事
は
ど
の
よ
う
な
工
法
で

行
わ
れ
た
の
か
。

生
活
環
境
課
長　

平
成
10
年

か
ら
12
年
に
か
け
て
、
福
岡

市
職
員
及
び
、
専
門
的
な

先
生
を
含
め
て
遮
水
工
事
を

行
っ
た
。

安
河
内　

各
地
問
題
に
な
っ

た
焼
却
灰
や
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、
腐
敗
性
廃
棄
物
埋
設
に

よ
る
、
浸
出
水
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

生
活
環
境
課
長　

こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
現
在
年
４

回
志
免
町
全
体
の
水
質
調

査
を
し
、
基
準
値
を
確
認

し
て
い
る
。

安
河
内　

処
分
場
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
に
ク
ラ
ッ
ク（
ひ

び
）が
あ
り
、
そ
の
ひ
び
か

ら
雨
水
が
浸
透
し
、
有
害
な

浸
出
水
が
発
生
す
る
の
で
、

完
全
な
遮
水
工
事
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長　

補
修
も
含
め
、
完
全

を
期
し
た
い
。

▲不燃物埋立跡地

歴史資料館
ボ
タ
山
か
櫓
の
周
辺
に

答
弁
：
整
備
す
る
時
期
が
来
た

古
庄
　
信
一
郎  

議
員

古
庄　

町
の
歴
史
資
料
室
が

機
能
し
て
お
ら
ず
、
歴
史
観

が
疑
わ
れ
る
。
ボ
タ
山
、
櫓

周
辺
に
、
解
体
さ
れ
る
志
免

保
育
園
を
移
設
す
る
か
、
新

た
に
、
地
域
の
歴
史
資
料
館

を
造
れ
ば
、
３
町
共
有
の
ボ

タ
山
も
歴
史
あ
る
鉱
業
所
、

立
坑
櫓
も
活
き
る
。
全
庁
舎

機
能
の
精
査
を
行
い
、
短
期

長
期
計
画
を
た
て
る
べ
き
。

町
長　

整
備
す
る
時
期
が
来

た
。
庁
舎
機
能
の
見
直
し
も

一
緒
に
検
討
委
員
会
を
設
置

し
方
向
性
を
見
出
し
た
い
。

県
災
害
基
金
組
合
解
散
は

答
弁
：
有
効
活
用
の
為
解
散

古
庄　

東
北
の
大
震
災
を
受

け
、
自
治
体
間
の
連
携
の
必

要
性
が
問
わ
れ
て
い
る
最

中
、
昭
和
48
年
に
県
内
市
町

村
が
災
害
充
当
費
用
を
互

助
共
済
で
当
て
る
た
め
設

立
し
た
県
市
町
村
災
害
共

済
基
金
組
合
の
解
散
報
道

が
さ
れ
た
。

　

福
岡
県
の
全
自
治
体
が
基

金
を
持
っ
て
絆
を
築
き
上
げ

て
き
た
。

　

な
ぜ
解
散
な
の
か
。

町
長　

国
の
財
政
支
援
措
置

が
拡
充
し
、
市
町
村
の
財
政

が
厳
し
い
状
況
下
、
解
散
配

分
し
有
効
活
用
す
る
た
め
。

▲生涯学習２号館　歴史資料室

  議会あれこれ

志免町議会よりご案内申し上げます。
議会改革の一環として、町民の皆様と町政
の課題を共有し、より良いまちづくりを推
進するため｢議会報告会｣を開催いたします。
たくさんの町民のご参加を、心よりお待ち
しております。

▲議会報告会23年２月（町民センター視聴覚室）

要
綱
を
策
定

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
議
会
報
告
会
・
一

般
会
議
を
実
施
す
る
た
め
、
そ
の
要
綱
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

一
般
会
議
は
町
政
全
般
に
わ
た
っ
て
町
民
皆

様
と
議
会
が
情
報
や
意
見
を
交
換
す
る
た
め
設

置
す
る
会
議
で
、
申
し
込
み
制
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

昨
年
12
月
定
例
会
で
制
定
さ
れ
た「
志
免
町

み
ん
な
の
参
画
条
例
」施
行
と
あ
い
ま
っ
て
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
く

こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

議
長

大
林　

弘
明

志免中学校区
日時：平成24年２月４日（土）
　　　午後７時〜８時30分
　　　＊受付午後６時30分より
会場：町民センター視聴覚室

志免東中学校区
日時：平成24年２月11日（土）
　　　午後１時30分〜３時
　　　＊受付午後１時より
会場：シーメイト研修室
校区の会場に出席できない方は、別
校区の会場でもかまいません
主催：志免町議会
内容
●９月議会の報告
●質疑応答
●意見交換
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